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（午前９時３０分開会） 

 

○委員長   第６回目黒区教育委員会定例会を開会します。本日の欠席委員、

欠席職員はございません。署名委員は笹尾委員です。 

それでは、日程第１を議題とします。この案件は、人事案件で

すので、目黒区教育委員会会議規則第１３条第１項ただし書きの

規定に基づき、秘密会で審議することを発議します。 

それでは、同条第２項の規定に基づき、討論を行うことなしに、

直ちに可否を諮ります。秘密会とすることに賛成の委員の挙手を

お願いします。 

 

（全員挙手） 

 

○委員長   それでは、日程第１については、秘密会で審議することとしま

す。この報告の関係者以外は退席してください。 

 

（関係者以外退席） 

 

（午前９時１分、秘密会入る） 

 

（午前９時１２分、秘密会終わる） 

 

○委員長   ここからは、会議を公開とします。退席した関係者もお入りく

ださい。 

 

（関係者入場） 

 

○委員長   次に日程第２を議題とします。 

 

（日程第２  平成２７年第１回区議会定例会質問通告について（報告事項）） 

 

○説明員  （資料により説明） 

○委員長   この件についてご質問等ございますか。 

○委員長   特にないようですので、この報告を受けました。 

次に日程第３を議題とします。 
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（日程第３  平成２６年度小・中学校卒業式祝辞について（報告事項）） 

 

○説明員  （資料により説明） 

○委員長   この件についてご質問等ございますか。 

○委員    小学校の祝辞ですが、区のスペシャルトークショーに出席とな

っていますが、講演いただいているわけですから出席ではなく、

出演など適切な言葉が良いと思います。また、中学校の祝辞で「当

事」となっていますが、正しくは「当時」で、誤植だと思います。 

○委員    主題設定の背景で「めまぐるしく変化する時代を」というとこ

ろは、その前の祝辞の趣旨に記載がありますから、削除すべきだ

と思います。また小学校の祝辞ですが、「目黒区の学校に来られ

たり」や「区のスペシャルトークショー」という表現ですが、聞

いている側からはよくわからないと思います。もっと丁寧な記述

にしてください。また「先生や親に言われたのではなく」という

表現は、先生や親の指導を否定することとなりかねませんので削

除していただきたいと思います。中学校では「当時は大学院生で

あった天野教授とともに何千回も困難な実験を重ねていきまし

た」というところは、何年間行ってきたのかもっと丁寧にしてい

ただきたいと思います。また、「明るく省エネルギー」とありま

すが、新しい産業を生み出したことが述べられていません。 

○委員    中学校の祝辞で「液晶画面や信号機」という表現は弱いと思い

ます。単なる液晶画面だとインパクトはありませんし、もともと

あったものです。大型ディスプレイのことを述べればよいと思い

ます。あと、「どんな困難が押し寄せても」という表現が違和感

があります。 

○委員    小学校ですが、「突然の病によって希望を失った佐藤さんが立

ち上がった」とありますが、単純すぎるのではないでしょうか。

どれだけ深く、長く絶望したのかを表現していただきたいと思い

ます。 

○委員    小学校の「限界に蓋をする」という表現ですが、小学生の危機

言葉としては難しいと思いますので、工夫していただきたいと思

います。 

○説明員   委員の皆様のご意見を参考に整理いたします。 

○委員長   その他ご質問等ございますか。 

○委員長   特にないようですので、この報告を受けました。 

次に日程第４を議題とします。 
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（日程第４  特別支援教室モデル事業状況報告会の開催結果について（報

告事項）） 

 

○説明員  （資料により説明） 

○委員長   この件についてご質問等ございますか。 

○委員長   特にないようですので、この報告を受けました。 

次に日程第５を議題とします。 

 

（日程第５  東京都特別支援教室モデル事業の成果と課題について（報告事

項）） 

 

○説明員  （資料により説明） 

○委員長   この件についてご質問等ございますか。 

○委員    在籍校の理解啓発のところですが、成果は上がっていますか。 

○説明員   設置校の校長会や特別支援コーディネーターによる研修や連絡

会によって研修を行ってまいりました。教員の指導力、専門性が

求められます。まだまだ力量にバラツキがありますので、経験が

高い教員とＯＪＴを重ねていくなど工夫しております。その他に

も拠点校の教員が在籍校に出向き、研修を行っています。 

○委員    理解は深まっていますか。 

○説明員   サポートセンターにおいても特別支援の悉皆研修を小学校の全

教員に対し実施しており、Ｅラーニングも活用しております。こ

のことにより一定の理解が得られたと思います。今後も授業の場

でどう指導していくか研修を行ってまいります。 

○委員    児童・保護者への理解啓発についてはどうですか。 

○説明員   モデル事業の期間は保護者への説明会や教育施策説明会におい

て説明しており、一定の理解が進んでいます。今後も説明をしっ

かりと行うとともに事例により研究を深めていきます。また、コ

ミュニケーション不足からいじめに発展するケースもある場合が

ありえますので、しっかりと理解啓発に努めてまいります。また、

一般児童を特別支援教室に連れて行き、指導をしております。 

○委員    このモデル教室事業によって、どのような効果が生まれますか。 

○説明員   これまで見落としていた子どもを対象として浮かび上げること

ができました。資料記載のとおり、まだ１００人が潜在している

と見込んでいます。成果は着実に出ているものと考えています。 
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○委員長   その他ご質問等ございますか。 

○委員長   特にないようですので、この報告を受けました。 

次に日程第６を議題とします。 

 

（日程第６  教育委員会名義の使用承認状況について（報告事項）） 

 

○説明員  （資料により説明） 

○委員長   この件についてご質問等ございますか。 

○委員長   特にないようですので、この報告を受けました。 

次に日程第７を議題とします。 

 

（日程第７  平成２７年度における給食食材等の放射性物質検査について

（案）（報告事項）） 

 

○説明員  （資料により説明） 

○委員長   この件についてご質問等ございますか。 

○委員    放射性物質検査自体は悪いことではないと思いますが、検査を

すれば大丈夫というスタンスが良くないと思います。海外産や原

発事故と関係が薄い地域の食材を検査することはおかしいと思い

ますし、科学的に根拠がありません。区民の総意といえるのです

か 

○説明員   委員のご指摘を受け止めてまいります。できるだけ丁寧に説明

をしながら行ってまいります。 

○説明員   保護者の中には心配している方もおられます。ただし、検査対

象は運用の中で工夫するなど区の危機管理会議の中で意見を出し

ていきます。 

○委員    海産物に対して不安を持っている方が多いです。この検査品目

にありません 

○説明員   各学校において食材を選定しています。 

○委員    説明では３年間実施とありますが、今後３年間この案でいくの

ですか。牛乳は年４回となっていますが、なぜですか。また給食

食材と食育食材と分けていますが、題名は給食食材等となってい

ます。「等」に食育食材が含まれるのですか。また、２の（２）

エでは、年６回程度としていますが、どういう基準からでしょう

か。 
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○説明員   今後３年間の予定となっています。これは区の保健予防計画に

基づいており、今後見直しはありえると考えております。牛乳に

関しては、日々摂取しますが、産地が切り替わるわけではなく、

これまでと同じです。表記の問題ですが、委員ご指摘のとおり、

給食食材等に食育食材が含まれるものでございます。学校につい

ては、全校検査ができる回数として６回程度と考えております。

２か月ごとに全校実施できます。 

○委員長   その他ご質問等ございますか。 

○委員長   特にないようですので、この報告を受けました。 

次に日程第８を議題とします。 

 

（日程第８  学校給食使用前食材の放射性物質検査の結果について（報告事

項）） 

 

○説明員  （資料により説明） 

○委員長   この件についてご質問等ございますか。 

○委員長   特にないようですので、この報告を受けました。 

 

 資料配布 ・大鳥中学校開設準備だより 

 ・平成２６年度第６回中学生「東京駅伝」大会競技結果 

 

 

○委員長   以上で、本日の定例会を閉会します。 

 

（午前１１時１４分閉会） 

 

 


